
重点目標

中間評価 最終評価

児童が自分に合った学び方
を選び、学習を進めることが
できる授業づくりの工夫

児童アンケート「自分に合っ
た学び方」、保護者アンケー
ト「学び方の調整力」に関す
る項目

児童
85.9%
保護者
66.2％

児童
81.3%
保護者
69.9％

単元や教科の特性に応じて、一人で考える場面、友達と
考えを比べる場面、学級全体で学びを共有する場面を意
図的に設定する。また、授業の終末には、どのような学び
方が自分に合っていたかを振り返る時間を設け、自分なり
の学習方法を自覚できるようにする。

B

１人１台端末やデジタル教
科書を活用し、考えを広げ
深める授業づくりの工夫

児童アンケート「１人１台端末
の活用」、保護者アンケート
「ICT活用」に関する項目

児童
76.2%
保護者
86.0％

児童
81.7%
保護者
85.0％

端末を使うこと自体を目的とせず、考えを書き表す、友達
の考えと比べる、資料を基に根拠をもって考えるなど、活
用の目的を明確にした授業づくりを進める。あわせて、効
果的な活用事例を校内で共有し、教員間で指導方法の改
善を図る。

B

習熟度別指導や高学年に
おける教科担任制を生かし
た、一人一人に応じた指導
方法の工夫

児童アンケート「自分に合っ
た学び方」、保護者アンケー
ト「個に応じた指導」に関する
項目

児童
85.9%
保護者
82.8％

児童
81.3%
保護者
82.0％

習熟度別指導や教科担任制のねらいを教員間で共有し、
つまずきやすい内容への支援、発展的に考えられる課題
設定、教科の専門性を生かした指導を工夫する。さらに、
児童の実態や学習状況を学年間で共有し、継続性のある
支援につなげる。。

B

異学年交流を生かした、関
わり合い・つながり合う環境
づくり

児童アンケート「異学年への
いたわり・憧れ」、保護者アン
ケート「思いやりの行動」に関
する項目

児童
85.9%
保護者
91.7％

児童
90.4％
保護者
90.3％

たてわり班活動を行事的な取組にとどめず、活動後に「嬉
しかったこと」「自分が意識したこと」「次に生かしたいこと」
を振り返る機会を設ける。さらに、日常の学校生活でも上
学年が下学年を気遣う場面や異学年で関わる場面を意図
的に広げ、交流の質を高める。

A

学級活動（１）における、合
意形成の過程を重視した指
導の工夫

児童アンケート「思いや願い
の実現」、保護者アンケート
「思いや願いを実現する力」
に関する項目

児童
72.3%
保護者
87.3％

児童
76.1%
保護者
83.5％

学級会では、結論だけでなく、意見を出し合う過程、少数
意見をどう扱ったか、どのように折り合いを付けたかを大切
にした指導を充実させる。また、話合いを基に実践した内
容や児童の変容を、学級だよりや保護者会等で具体的に
発信し、家庭との共有を図る。

B

児童の思いや願いを生か
し、つながりを実感できる活
動づくり

児童アンケート「学校は楽し
い」、保護者アンケート「学校
の居場所」に関する項目

児童
84.6％
保護者
92.4％

児童
82.1％
保護者
91.3％

学級や学校の活動において、一人一人が役割を担い、考
えや願いを生かせる場面を意図的に設定する。あわせて、
教師が児童のよさや貢献を具体的に言葉にして価値付け
ることで、自分が役立っている実感や集団の中でのつなが
りを感じられるようにする。

B

児童が自分の目標をもち、
見通しをもって取り組むこと
ができる活動づくり

児童アンケート「夢や目標に
向かう努力」、保護者アン
ケート「努力や挑戦」に関する
項目

児童
86.0％
保護者
73.2％

児童
85.2％
保護者
75.7％

学習や行事、日常活動において、自分で目標を立てる→
途中で振り返る→達成状況を確かめるという流れを大切に
する。特に、目標を立てて終わりにせず、途中の頑張りや
改善点を見えるようにする振り返りを行い、継続して取り組
む意欲につなげる。

B

振り返りを通して、自分の成
長や努力を実感できる指導
の工夫

児童アンケート「思いや願い
の実現」、保護者アンケート
「努力や成長」に関する項目

児童
72.3％
保護者
73.2％

児童
76.1％
保護者
75.7％

結果だけでなく、努力したこと、工夫したこと、前よりよく
なったことに目を向けた振り返りを充実させる。教師が小さ
な伸びや継続した取組を具体的に認め、「やればできる」
「続けることに意味がある」という実感につなげる。

B

行事や日常活動において、
粘り強く取り組む態度を育て
る場づくり

児童アンケート「夢や目標に
向かう努力」、保護者アン
ケート「最後まで取り組む態
度」に関する項目

児童
86.0％
保護者
80.3％

児童
85.2％
保護者
77.7％

行事や当番活動、係活動などにおいて、途中経過を確か
めたり、友達同士で励まし合ったりする場面を設ける。ま
た、結果だけではなく、最後までやり通した過程そのものを
認める評価を行い、粘り強く取り組む態度の定着を図る。

B

児童の肯定的評価は上昇しており、異学年交流
の成果が表れている。保護者評価も高い水準にあ
り、取組の効果がうかがえる。

保護者からの評価は概ね維持されているが、児童
の実感はやや低下している。指導方法の工夫が、
児童の学びやすさとして一層実感される必要があ
る。

保護者からの評価は高い水準を維持しているが、
やや低下が見られる。ICT活用は定着している一
方、活用のねらいが十分共有されていない場面も
ある。

児童の実感はやや低下した一方、保護者からの
評価は上昇している。授業改善は進んでいるが、
児童自身が学び方のよさを十分実感するまでには
至っていない。

自分の目標をも
ち、最後まで取り
組もうとする態度
の育成

友達と関わりなが
ら、「できた」「分
かった」を実感で
きる学習活動の
推進

保護者からの評価は高水準を維持している一方、
児童の学校生活の充実感はやや低下している。
安心感はあるが、自己有用感や達成感の面に課
題が残る。

児童の実感は上昇した一方、保護者からの評価
はやや低下した。学校での話合い活動や実践の
成果が、家庭に十分伝わっていない可能性があ
る。

目標の実
現に向け
て、向上心
を高められ
る環境づく
り

最後まであき
らめずやり抜
く子

達成状況の指標　Ａ：90％～100％　　Ｂ：70％～89％　　Ｃ：69％以下

児童・保護者ともに高い水準にはあるが、いずれも
やや低下している。最後までやり抜いたという実感
を高める手立てが必要である。

児童・保護者ともに上昇しており、振り返りや価値
付けの効果が見られる。一方で、なお十分な達成
感をもてていない児童もいる。

児童の評価はやや低下したが、保護者評価は上
昇している。努力する姿は見られるものの、児童自
身の実感をさらに高める必要がある。

子どもたち
同士が学
び合える環
境づくり

よく考える子

友達や異学年の
仲間と協力し、つ
ながりを実感でき
る活動の充実

体験を通し
て、関わり
合い、つな
がり合う環
境づくり

共に生きる子

達成度改　善　策

令和７年度　学校評価報告書　【国立市国立第八小学校】
学校教育目標 ○よく考える子　　○共に生きる子　　○最後まであきらめずやり抜く子

分　　析

共に生きる子（受容したり、折り合いをつけたりできる子）

達成状況
評　価　指　標具体的な方策短期的目標中期的目標学校教育目標


